
子供のころの夢を叶えることはたいへんですね!

輿 石 一 郎

私の子供のころの夢は何だったか. 科学者になる」こ

とだったと思う. この夢の実現の第一歩は大学進学だっ

た.化学と物理が自分の志向に合っていたせいで,物質

の専門家になるべく薬学部の製薬化学科に進学した.大

学生活は “青春”の二文字の基,十分に楽しんだが,三年

次の秋には研究室配属の選択で,現実に引き戻された.

研究室には, 深い考え無しに薬品分析化学研究室を選ん

だ.強いてきっかけはと言えば,ある先生から,薬学の研

究で分析の無い分野はない,と唆されたからである.四

年次および博士前期課程の 3年間で,生体内不安定分子

の分析法の開発に興味を持ち,自分の将来の方向を決定

することができた.さて,就職に関しては,どのような行

動をとったかと言うと,科学者になるためには,公の研

究所に入るしかないとの考えで,公務員試験を受けた.

運良く,面接官が,現在の国立医薬品食品衛生研究所の

副所長さんだったこともあり,人事院の名簿に一桁の真

ん中くらいに位置付けしていただいた.しかしながら,

早速,夢見心地で省庁訪問を始めた矢先に,私の指導教

授から助手として大学に残るように半強制的に留置さ

れ,あえて,科学者の道から教育者への道へと大きく方

向転換を余儀なくされた.この時,私は最初の胃潰瘍に

なったのである.

大学の助手になって,先輩教員から受けたアドバイス

では,最終的に教授になるには,3つの切符が要るとのこ

とであった.①学位を得て,②留学し,③ 40歳前に助教

授になることである.この目標に向かって,私は,全て五

年計画を立てて実行に移すことにした.まず最初の学位

は旨くいった.次に留学であるが,私が良くしていただ

いていた東大の教授の口利きでフロリダ大学に留学の話

がまとまったのであるが,この話は,湾岸戦争の勃発で

水に流れてしまった.気を取り直して,新たな留学先を

決めて成田を出立するまでに,二年の月日が流れた.留

学の目的であるが,それまで,私は,生体分子の高感度分

析に取り組んできたが,その分子が実際に生体内に存在

することを目で見たことがない.そこで,組織化学の技

術を身につけたいと願ったのである.留学先では,自分

の希望通りに組織化学と,さらには細胞培養の技術を

みっちりと身につけることができた.

留学が終わって,未だに助手だった私は,自分の研究

テーマを確立すべく,がむしゃらに研究に没頭した記憶

が残っている.外国人に対する抵抗も全くなくなり,国

際学会にも積極的に参加したものである.そのような生

活が 3年ほど続いたある初夏の日に,東大の教授から一

本の電話があり, 輿石君,九州へ行きなさい」との半強

制的な出向命令を受けたのである.それは,まもなく 30

代が終わろうとする時期であった.こうして,何とか先

輩から受けたアドバイスを忠実に守ったのである.

教授への道はどうだったかと言うと, 最初の教授の話

は,九州に赴任して数年後に,主任教授より, 今度埼玉

に新設の薬科大学ができるので,立ち上げを手伝ってあ

げたらどうか」から始まった.上司からこう言われたら

断れないのがこの世界の掟であり,その 3年後に埼玉に

新設された薬学部教授に収まったのである.余談ではあ

るが,九州に赴任後,私は 2回目の胃潰瘍になり,ピロリ

菌の退治をしていただいた.これにより,私は長いこと

悩まされ続けた胃炎から開放された.埼玉に移って後,

私の運命が大きく変わってしまったのは,薬学部が 4年
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制から 6年制に切り替わったことである. 4年制の薬学

部では,創薬研究が学生指導の第一目的であったが,6年

制では,創薬研究は全く存在価値を失ったのである.そ

れに伴い,私の教育科目である物理系薬学 (分析化学と

物理化学)が蔑ろにされ,私の将来の夢はここで潰える

のかと考えたほどである.そのような私の状況を心配し

てくれた友人から,群馬大学の話を戴き,今日に至った

のである.現在,この 4月から,学部学生 2名,博士前期

課程学生 1名が私の研究室に加わってくれたのを期に新

たな研究生活をリスタートすることができた. この半年

間,周りの先生から分析機器や光学顕微鏡を頂き,直し

直し使える状態にセッティングして,何とか研究室らし

くなってきた.後,どうしても欲しい機械はクライオス

タットであるが, これはなかなか入手が困難なようであ

る.どなたか,奇特な方が現れるのを待つのみである.

私のこれまでの研究に表題をつけるならば, 生体内

酸化還元 (レドックス)状態の解析と制御」である.具体

的には, (1) 内因性プローブとしてアスコルビン酸／デ

ヒドロアスコルビン酸のレドックスバランス測定,およ

び (2) 常磁性プローブを用いた生体計測 ESRによるレ

ドックスバランスの無侵襲解析,等である. 現在,取り

組んでいる研究テーマは,生体内高分子のレドックスバ

ランスを任意に変えることで生体応答を制御しようとす

るものである.これをレドックススイッチング系と称し

てその可能性を探っている状態である.その一例を紹介

させていただく.

リポキシゲナーゼは虚血再潅流

障害,動脈硬化の誘導・進展に関

連する主要酵素群であり,活性型

リポキシゲナーゼは Fe を含有

する.Fe -リポキシゲナーゼは多

価不飽和脂肪酸のアリル水素を引

き抜き脂質アリルラジカルを生成

し,中間体として Fe -リポキシ

ゲナーゼ－脂質アリルラジカル複合体を形成する. そこ

で,酵素上の脂質アリルラジカルを捕捉するバイオプ

ローブを確立することでリポキシゲナーゼのレドックス

スイッチング系の構築を試みた.広くラジカル捕捉剤に

ついて評価したところ,α-トコフェロール,アスコルビ

ン酸,グルタチオン等の内因性ラジカル捕捉剤には全く

効果が認められなかったが,炭素中心ラジカルの特異的

捕捉剤であるニトロキシルラジカル (構造図参照) が低

酸素下で酵素上の脂質アリルラジカルを捕捉することを

見出した.

ニトロキシルラジカルによるスピントラップ法をスク

リーニング系に用いてリポキシゲナーゼ不活性化剤のス

クリーニングを実施した.その結果,脳保護剤として脳

梗塞治療の第 1選択薬であるエダラボンがニトロキシル

ラジカルと競合的に脂質アリルラジカルを捕捉 (反応速

度 ;10～10 M s )することを見出した.これは,エダ

ラボンの作用機構がリポキシゲナーゼのレドックスス

イッチングであることを示す新規知見である.同様に,

動脈硬化の誘導抑制作用が知られているプロブコール

(抗酸化剤)に関してもリポキシゲナーゼのレドックス

スイッチング作用を確認した.

簡単ではあるが,私の研究者・教育者としての “流れ”

および,研究内容の “流れ”を簡潔に紹介させていただ

いた. 私のことが少しでも理解していただけたら幸いで

す.
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